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六
九

古
今
伝
受
は
中
世
歌
学
中
世
最
奥
の
秘
伝
で
あ
り
、
そ
の
実
態
と
継
承
過
程
が

検
証
さ
れ
て
い
る
。
古
今
伝
受
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
他
の
秘
伝
に
つ
い
て

も
、
古
今
伝
受
と
同
様
に
相
伝
さ
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
古

今
伝
受
と
他
の
秘
伝
と
は
、
歌
壇
に
お
け
る
位
置
も
継
承
方
法
も
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。

本
稿
で
は
源
氏
伝
受
に
つ
い
て
、
古
今
伝
受
と
の
相
違
を
検
討
し
て
み
た
い
。

一
　
古
今
伝
受
の
継
承
方
法

古
今
伝
受
は
東
常
縁
か
ら
宗
祇
に
相
伝
さ
れ
た
後
、
三
条
西
実
隆
・
肖
柏
・
近

衞
尚
通
な
ど
に
相
伝
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
三
条
西
家
に
相
伝
さ
れ

た
内
容
を
中
心
に
し
て
、『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』（
以
下『
続
文
学
篇
』

と
略
す
）の「
古
今
伝
受
」で
解
説
さ
れ
て
い
る
。
相
伝
さ
れ
る
た
び
に
少
し
ず
つ

変
化
を
し
て
は
い
る
が
、
例
え
ば
、
三
条
西
実
枝
か
ら
細
川
幽
斎
へ
の
古
今
伝
受

は
、
次
の
順
序
で
行
わ
れ
た
。

（
₁
）

⑴　

誓
状
提
出

⑵　
『
古
今
和
歌
集
』
講
釈

⑶　

講
釈
聞
書
整
理

⑷　

⑶
に
実
枝
が
加
筆
・
加
証
奧
書

⑸　

幽
斎
が
⑷
を
清
書

⑹　

⑸
に
実
枝
が
加
証
奧
書

⑺　

切
紙
伝
受

⑻　

相
伝
証
明
状

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
過
程
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

⑴　

誓
状
提
出

古
今
伝
受
は
最
奥
の
秘
伝
で
あ
っ
た
か
ら
、
相
伝
に
際
し
て
門
弟
は
秘
伝
を
他

に
漏
ら
さ
な
い
こ
と
を
示
す
誓
状
を
提
出
し
た
。『
続
文
学
篇
』が
指
摘
す
る
と
お

小

髙

道

子

古
今
伝
受
と
源
氏
伝
受
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七
〇

り
、
誓
状
の
形
式
は
繁
簡
二
種
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
繁
雑
な
形
式
は
、
実
枝

か
ら
幽
斎
へ
の
古
今
伝
受
以
後
、
他
に
相
伝
し
な
い
門
弟
が
提
出
し
て
い
る
。
誓

状
の
案
文
は
師
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
門
弟
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
提
出
し
て

い
た
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
、
繁
雑
な
誓
状
の
案
文
は
、
古
今
伝
受
を
三
条
西
家
の

門
外
に
出
す
時
に
実
枝
が
作
成
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
実
枝
は
、
幽
斎
が

実
枝
の
子
公
国
に
相
伝
す
る
時
の
誓
状
・
証
明
状
も
作
成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ

る
。

⑵
〜
⑹　
『
古
今
和
歌
集
』
講
釈
と
聞
書
整
理

古
今
伝
受
に
お
い
て
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
講
釈
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
誓
状
を
提
出
す
る
と
『
古
今
和
歌
集
』
の
講
釈
が
行
わ
れ
た
。
東
常
縁
が
宗
祇

に
古
今
伝
受
を
し
た
際
の
聞
書
は
『
両
度
聞
書
』
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
宗

祇
の
『
古
今
和
歌
集
』
講
釈
を
聴
講
し
た
他
の
門
弟
の
聞
書
は
数
種
類
が
伝
わ
る
。

実
枝
か
ら
幽
斎
へ
の
古
今
伝
受
で
は
幽
斎
が
講
釈
聞
書
を
整
理
し
た
聞
書
二
種
が

伝
わ
る
が
、
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
の
古
今
伝
受
で
は
、
講
釈
の
途
中
で
幽
斎
が

籠
城
し
、
講
釈
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
証
明
状
が
与
え
ら
れ
た
た
め
、
智
仁
親
王

の
講
釈
聞
書
は
中
途
で
終
わ
っ
て
い
る
。

⑺　

切
紙
伝
受

宗
祇
は
少
な
く
と
も
三
条
西
実
隆
・
近
衞
尚
通
・
肖
柏
の
三
人
に
古
今
伝
受
を

相
伝
し
た
。
実
隆
が
伝
受
し
た
切
紙
は
、
実
隆
自
身
が
書
写
し
て
早
稲
田
大
学
に

（
₂
）

（
₃
）

（
₄
）

伝
わ
る
。
近
衞
尚
通
が
伝
受
し
た
切
紙
は
、
尚
通
が
大
覚
寺
義
俊
に
与
え
た
尚
通

自
筆
の
切
紙
が
幽
斎
に
よ
り
収
集
さ
れ
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
。
肖
柏
が
伝

受
し
た
切
紙
は
、
肖
柏
が
宗
訊
に
与
え
た
切
紙
が
幽
斎
に
よ
り
収
集
さ
れ
て
宮
内

庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
。
こ
れ
ら
の
切
紙
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
宗

祇
が
門
弟
に
よ
り
指
導
内
容
を
変
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
切
紙
伝
受

を
儀
式
に
し
た
の
は
実
枝
で
あ
る
と
、
実
枝
の
孫
実
条
が
語
っ
て
い
る
。

⑻　

相
伝
証
明
状

講
釈
が
終
了
し
、
師
が
講
釈
聞
書
に
記
し
た
奧
書
が
古
今
伝
受
の
終
了
を
示
し

て
い
た
。「
証
明
状
号
奧
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
講
釈
が
古
今
伝
受
の
重
要

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実
枝
か
ら
幽
斎
へ
の
古
今
伝
受
で
は
、
誓
状
の

み
な
ら
ず
証
明
状
も
繁
雑
な
形
式
の
も
の
が
与
え
ら
れ
た
。
な
お
、
宗
祇
は
多
く

の
門
弟
に
『
古
今
和
歌
集
』
の
講
釈
を
し
て
い
る
が
、
切
紙
が
伝
わ
る
の
は
上
記

三
人
で
あ
る
。
講
釈
を
行
っ
た
門
弟
全
て
に
古
今
伝
受
を
相
伝
し
た
と
は
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
講
釈
を
す
る
こ
と
と
、
古
今
伝
受
を
す
る
事
の
間
に
は
、
相
違
が

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

二
　
源
氏
伝
受

古
今
伝
受
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
む
と
、
源
氏
伝
受
も
同
様
に
行
わ
れ
た
よ
う

に
推
量
さ
れ
る
。
だ
が
、『
源
氏
物
語
』の
講
釈
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

る
が
、
源
氏
伝
受
が
古
今
伝
受
と
同
様
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
定
か

（
₅
）
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で
な
い
。
源
氏
伝
受
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
源
氏
物
語
』の
講
釈
が
行

わ
れ
た
こ
と
と
、「
源
氏
物
語
三
ヶ
の
大
事
」と
い
う
切
紙
に
あ
た
る
一
紙
が
与
え

ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
三
ヶ
の
大
事
が
相
伝
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
証
明
状
が
与
え

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

⑵
〜
⑹　
『
源
氏
物
語
』
講
釈
と
聞
書
整
理

『
源
氏
物
語
』に
お
い
て
も
講
釈
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
条
西

実
隆
が
そ
の
子
公
条
に
行
っ
た
講
釈
の
聞
書
を
与
え
た
の
が
『
細
流
抄
』
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
細
流
抄
』
は
、
三
条
西
家
の
『
源
氏
物
語
』
研
究

を
伝
え
る
書
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、『
岷
江
入
楚
』
に
記
さ
れ
た
注
を
検
討
す

る
と
、「
秘
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
秘
説
の
う
ち
、『
細
流
抄
』
に
は
見
ら
れ
な
い

注
が
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
三
条
西
実
隆
説
で
あ
る
こ
と
が
検
証
で
き
る
注
で

あ
っ
て
も
、『
細
流
抄
』
に
は
見
ら
れ
ず
、「
秘
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
注
が
あ

る
。
こ
う
し
た
『
細
流
抄
』
に
は
見
ら
れ
ず
、「
秘
」
と
し
て
『
岷
江
入
楚
』
に
説

さ
れ
た
注
に
つ
い
て
、
伊
井
春
樹
氏
は
公
条
が
『
細
流
抄
』
が
成
立
し
た
後
の
努

力
に
よ
り
加
え
た
と
さ
れ
る
が
、
講
釈
を
聴
い
た
の
は
公
条
で
あ
る
。
公
条
は
、

直
接
実
隆
の
講
釈
を
聴
い
て
い
な
い
門
外
の
人
に
与
え
る
『
細
流
抄
』
に
は
、
重

要
な
秘
説
は
記
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑺　

切
紙
伝
受
、
⑻　

相
伝
証
明
状

講
釈
が
終
了
し
た
門
弟
に
は
、「
源
氏
物
語
三
ヶ
の
大
事
」が
与
え
ら
れ
た
こ
と

（
₆
）

が
知
ら
れ
て
い
る
。
楊
名
の
介
を
は
じ
め
と
す
る
三
ヵ
条
で
あ
り
、
古
今
伝
受
の

切
紙
に
相
当
す
る
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
古
今
伝
受
に
お
け
る
切
紙
が
、『
古
今
和

歌
集
』
全
般
に
つ
い
て
の
秘
伝
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
源
氏
物
語
三
ヶ
の
大
事
」

は
三
項
目
目
に
つ
い
て
記
し
た
一
紙
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
古
今
伝
受
に
お
け

る
切
紙
は
、
少
な
く
と
も
宗
祇
が
与
え
た
以
後
の
道
統
が
確
認
で
き
る
の
に
対
し

て
、 「
源
氏
物
語
三
ヶ
の
大
事
」に
は
、
三
条
西
家
以
前
の
道
統
が
記
さ
れ
て
い
な

い
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
源
氏
伝
受
は
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
も
、
内
容
に
つ
い
て

も
、
古
今
伝
受
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
源
氏

伝
受
に
お
い
て
も
、
師
弟
関
係
に
よ
り
講
釈
を
通
じ
て
秘
説
を
伝
え
よ
う
と
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
源
氏
伝
受
に
つ
い
て
は
、
古
今
伝
受
と
は
違
う
独
自
の
あ
り
方

に
着
目
し
つ
つ
、
講
釈
を
通
じ
て
道
統
を
継
承
し
た
視
点
か
ら
も
検
証
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

注（
1
）　

一
九
五
〇
年　

養
徳
社
。

（
2
）　

小
髙
「
東
常
縁
の
古
今
伝
受
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
₄₄　

一
九
八
一
年
八
月
）。

（
3
）　

小
髙「
三
条
四
実
枝
の
古
今
伝
受
」（『
和
歌
の
伝
統
と
享
受
』　

一
九
九
六
年　

風

間
書
房
）。

（
4
）　

小
髙
「
細
川
幽
斎
の
古
今
伝
受
」（『
国
語
と
国
文
学
』　

一
九
八
〇
年
八
月
）、

「
関
ヶ
原
の
戦
と
古
今
伝
受
」」（
同　

一
九
八
一
年
十
一
月
）。

（
5
）　

小
髙「
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙
」（『
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
論
叢
』　

二
〇
一
七
年
十
月
）。
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七
二

（
6
）　
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』（
一
九
八
〇
年　

桜
楓
社
）。


